
　８月頃から米不足が大きな問題になりました。政府は備蓄米の放出に消極的で「新米がそろそ
ろ出るから解消します」等と無責任な発言をしました。新米の出荷が始まっても米の値段は高騰
したままです。 近くのスーパーなどを４，５軒調査した結果（５キロ袋２９００円～３１００円。１０キロ
袋５５００円～５８００円。）高止まりしたままでした。
　消費者は新米が入荷したら値段が下がると思っていたのに、高騰したままです。
　農家が収穫したお米は農協などに販売します。今年は八千代市の農協では６０キロ２０，０００円
ほどです。昨年の米の値段は１万４０００円ほどでしたが、米不足ということで８月頃から値上がり
しました。

①遊休農地の発生防止・解消に向けて
　（遊休農地は約１０２ヘクタール。昨年度より５ヘクタール増）
②新規参入の促進に向けて
　新規就農者への適切な情報提供とフォローアップ。PR活動
③農業経営の安定対策への取組に向けて
　(1)多目的防災網等への市の単独補助。(2)肥料、資材、飼料価格
　　高騰への継続対策。(3)耕畜連携の取組推進に向けて
④DXを活用した取組の推進について

「政治の無策」米を安心して生産できる日本に
　水稲の作付面積は２０１３年から２０２３年２８万ヘクタール減少し、生産量は１５７万トンの減で
す。そして稲作農家は２０１０年から１０年間で約１１６万戸から７０万戸と４割も減りました。
　自民党政権の政策では、主食の米も不足する国になり、やがて米や食料は輸入に頼る国になっ
てしまいます。
　農家が1俵（60キロ）生産するための経費は１万５２７３円（農水省調査）です。自民党農政で
これまで長期にわたり「減反政策」や「生産調整」が行われ、農家の生産費よりも安い値段で米
が買われていました。米農家の時給は１０円という事態です。これでは、農家の後継者が増える
はずがありません。
　安定した生産と消費のためには、国による価格補償とともに所得補償こそが求められています。

八千代市農業委員会が意見書を提出
　今年３月議会に農業関係者から「請願書」が提出され、９月１１日
には農業委員会から八千代市に農業施策の「意見書」が提出され
ました。市は予算的措置を行ない真剣に取り組む必要があります。

　日本共産党は食料自給率をまずは５０％以上にするために
欧米が行なっている農家に対する価格保障と所得補償を行
なって農家・農業を育てるべきと考えています。
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